西病棟チームカンファレンス記録
	
	A.O.M
	S.G.M
	

	　　　　　　平成２１年　３月　４日（水）
　　　　　司会者　宮澤　文子　　記録者　及川　久美子
	
	
	

	
	
	
	

	中村

（美）
	宮澤
	鳥谷部
	福田
	東
	濱谷
	佐々木

（美）
	平間
	及川

（裕）
	下帯
	中村

（佐）
	赤坂
	

	公休


	○
	○
	○
	○
	公休
	深夜
	準夜
	公休
	公休
	公休
	休憩

	及川

（久）
	木村
	貝塚


	水上
	根子
	天間
	末政
	摩尼
	小嶋
	
	
	
	
	

	○
	公休
	深夜
	準夜
	業務


	学校


	業務


	○


	○


	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・3／6（金）13：30～防災訓練（夜間想定）があります。西病棟は、及川Nsと中村CWが担当となっています。本日、カンファレンス内にて防災対策委員会のスタッフより説明あります。　

1 ベルが鳴り次第、各病棟初期消火スタッフ（1名）が出火場所の確認・現場（北病棟ホールキッチン）の確認をする。

2 初期消火。初期消火失敗後、通報連絡係1名が病棟内部へ火災の情報伝達を行う。

3 患者様誘導。※患者様が自室から出たら、戸をきちんと閉めるようにしましょう。閉　　　　　　　めたことによって患者様が非難した事となります。

4 人数確認。※確認後、夜間想定のチーフである東病棟の松尾Nsへ○○名無事である事、　　　　　忘れずに連絡して下さい。

※注意事項

　・防災扉もきちんと閉めて歩いてください。

· 患者様へ事前に非難訓練する事伝えておきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・小泉　康政様～本日朝、肉眼的血尿あり、主治医へ情報提供し腹部レントゲン検査施行しています。右上腹部に陰影あり、腎盂上部の結石の可能性あるとの事で、明日奥様・病棟スタッフ付き添いにて日赤病院泌尿器科受診する事となっています。引き続き、血尿の有無・バイタル・疼痛の有無に注意し観察行っていきましょう。

・中島　純子様～本人希望にて、本日夕から軽食となっています。

・七崎　之利様～本日、本人より市民病院へ外出希望あり、主治医へ情報提供し許可となっています。帰院後、父は退院したと話されています。3／6～3／8にかけての外泊は父も心配だし何かあってもいけないので取り止めると話されています。

・中森　みや子様～通帳の入金・引き出しについて分からないとの事で、本日医事スタッフより説明受けています。

・田中　ミサオ様～ご家族より差し入れが多く届いています。医事へ持って来られた際は、病棟スタッフでも確認し、控えめに持ってきて頂くようご家族へ伝えていきましょう。

・川村　敏也様～歯磨き粉や電話券、洗剤が買いたいとの事で医事へ残金の確認していま

　　　　　　　　す。PSWより現在通帳印がない為、通帳の使用は出来ず、3万程本人のお

金があるので必要な物は購入可能との事です。本人へ伝えるも、私物発

注伝票に記載する事なく了解の悪さ見られています。

＜生活習慣病実施の報告・検討＞

◎肥満のセッション4を実施しています。

・皆さん意欲的に楽しんで実施しています。

・今後は後2回の実施予定となっています。

3／13（金）勉強会（肥満に関連した疾病）

　　3／27（金）身体計測・総括

　

＜看護度評価・検討＞

・川村　敏也様～Ａ－Ⅱ

＜コメディカル報告・検討＞

・中村　マス様～作業中、ゴミ箱をあさったりと落ち着きのなさ見られています。参加し

　　　　　　　　た際は、必ずスタッフ付き添い介入していきましょう。

＜安ヶ平Dr診察状況＞

・中島　純子様～気分の落ち込みは、1ヶ月位落ち込んで2～3日後は普通の状態になり季節

　　　　　　　　や周期はあまりないと話されています。明るくなった気はしないのに人

　　　　　　　　に気を遣い疲れると話されています。夜間の体のかゆみあり、皮膚科受

　　　　　　　　診希望あり、旦那様と相談の上決めると話されています。Jゾロフト変更

　　　　　　　　せず様子観察、センナリド（下剤）1Tは必要に応じて調整していくよう

　　　　　　　　指示あります。

・市川　真紀子様～診察時、うつになった為薬がほしいと希望聞かれています。手が震える事や西Aユニットへ行きたい等訴え多く聞かれています。本人妄想はないと話されています。

　　　　　　　　　デプロメール（精神神経用剤）（20）2T　1×夕　本日夕から7日分処方となり、以後定期となっています。引き続き、精神状態の観察おこなっていきましょう。

・川村　敏也様～入室するなり、「もう落ち着かないから退院したい。」と口調強さあり、

主治医の話しにも全く返す事ありません。

　　　　　　　　院内セット3の採血指示あります。

・久保　清美様～4月いっぱい位で入院形態を変えたいと主治医より話があります。本人早めにお願いしますと話されています。

　　　　　　　　低血糖の予測指示3／4から14日間（3／17まで）継続となっています。

・中川原　義雄様～気分の変化なく「平らです。」と話されています。

　　　　　　　　　腰痛の為、ナパゲルン軟膏1本処方となっています。

・中村　マス様～自室での放尿や尿失禁、易怒性、まとまりのない行動あり合併症の脊髄小脳失調症あり、その他脳萎縮等考え、頭部CT検査の指示あり本日施行しています。佐藤レントゲン技師から主治医へ渡すとの事です。

＜退院療養検討会議＞

・上野　康弘様(32)　主病名：アルコール依存症　主治医：猪股Ｄｒ

　　　　　　　　　　入院日：Ｈ20年12月5日　退院日：Ｈ21年3月5日17時30分

　　　　　　　　　　初外来日：Ｈ21年3月13日（2週間に1回の頻度で通院）

　【入院中の様子】

　　・日常生活面は問題なく行えている。暇なときがあると酒の事を考えてしまうので、今後は仕事をしていきたいと希望ある。

・作業への取り組みも、気分転換の場という意識を持って参加出来ていた。最後まで取り組み完成させていた。

・外泊訓練も問題なく行えている。

　【退院後の生活】

　　・東公民館の断酒会へ行きたい。

　　・介護の仕事をしたい。

　　
